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【背景】 プリンテッドエレクトロニクス分野で実現が期待されている低コストなディスプレイの

バックプレーン回路や大面積センサアレイには、素子間の電気的特性が均一な有機トランジスタ

が求められる。しかし、これまでに報告されている印刷型有機トランジスタにはインクジェット

印刷法により形成された電極が用いられたため、その形状はインクの流動性や下地に影響されや

すく、均一な線間隔（チャネル長）を実現することは困難であった。故に、作製されたトランジ

スタのチャネル長にはばらつきが存在し、特性ばらつきの要因となっていた。そこで本研究では、

反転オフセット印刷法を用いて均一なチャネル長の印刷電極を実現するとともに、有機トランジ

スタ特性のばらつき解析を行ったので報告する。 

【実験】 有機トランジスタのソース・ドレイン電極の形成には反転オフセット印刷法(Fig. 1)を用

いた。電極材料には銀ナノ粒子インク（F.Nano RO100GE, 株式会社フューチャーインク）を用い、

印刷後ホットプレートにより加熱し、焼成を行った。印刷された電極のチャネル部は顕微鏡によ

り観測し、チャネル長を導出し、電極のばらつき度合いを評価した。印刷された電極をソース・

ドレイン電極に用いて有機トランジスタを作製した。 

【結果】 作製された 10x10 のトランジスタ電極アレイのチャネル長を測定した結果、印刷版の設

計値 5 μm に対して平均 5.2 μm、標準偏差は 0.09 と非常に均一な電極の形成に成功した。Fig. 2 に

印刷された電極の顕微鏡像と 100 素子のチャネル長のヒストグラムを示す。インクジェット法で

形成した電極に比較して反転オフセットの場合、その均一性が大幅に改善された。当日は、本電

極と塗布型高分子半導体を組み合わせて作製した有機トランジスタの特性についても紹介し、そ

の均一性をを議論する。(参考：Y. Takeda et al., Adv. Electron. Mater., 4, 1700313 (2018). K. Fukuda et 

al., Adv. Electron. Mater., 1, 1500145 (2015).) 

 

Fig. 1 Process flow for reverse offset printing.    Fig. 2 Microscopic image of the printed source / drain 

 electrodes and histogram of channel length. 
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